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一般に、 2xy  を y 軸中心に回転してできる容器を考える。半径 r の球が容器につかえて止まったときの球の

中心の座標を ),0( dP 、接点を ),( 2ttQ とする。 PQの最小値が r に一致するので 
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0 ≦d のとき PQは 02 t で最小値 d をとる。 
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次に、 20 ≦≦x の範囲で考える。球がちょうど容器のふち、 

すなわち 2t において容器に接するとき、
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したがって、
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r のとき、球は容器のふちからはみ出すから、 
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(2) 

球を容器につかえるまでゆっくり入れ、水面と球の最上部が一致したとき 
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0 ≦r のとき、球全体が水没するから、 )(rf は球の体積に等しく、 3
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r
2

3
のとき、球の上部が水面より上に出る。このとき )(rf は、 

右図の網掛部を y軸中心に回転して得られる立体の体積に等しい。 
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0 ≦r においては、 3
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以上により、 )(rf の増減は下の通り。 )(rf を最大にする r は 5
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